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【1 分解説】防衛装備品移転の「5 類型」とは？（救難・輸送・警戒・監視・掃海） 

取締役 総合調査部長 石附 賢実 

 

 日本の防衛装備移転三原則の運用指針のなかで、防衛装備品の完成品の海外移転が

認められるケースとして、「救難・輸送・警戒・監視・掃海」の「5類型」が列挙さ

れています。これらに該当しない攻撃能力が高い装備品などは、完成品の形で他国へ

輸出することはできないのが原則です。 

 現行ルールの見直しをめぐっては、高市政権の下で 5類型そのものを撤廃すること

が論点になっています。小泉防衛相は「我が国にとって望ましい安全保障環境の創出

などのための重要な政策的手段である防衛装備移転」について、スピード感をもって

対応していくと述べています。 

 豪州政府が導入を決めた「もがみ型護衛艦」については、5類型に当てはまらない

ものの、「国際共同開発・生産」の枠組みを活用することで、現行ルール上、海外移

転を認め得るものと整理されています。 

 もがみ型護衛艦の事例に加え、英伊との戦闘機の共同開発など、「国際共同開発・

生産」案件を通じたルートは既に動き始めています。5類型の位置づけをどう見直す

のか、また、日本が平和国家として掲げてきた原則と防衛産業の発展及び同盟国・同

志国連携をどう両立させるのか。高市政権下の議論は、今後の安全保障政策と産業政

策の両面を占う試金石となりそうです。 

 

関連レポート 

・「自由の守護者か、秩序の破壊者か、変貌する米国～Freedom in the World 2025 公表、米国の

「力の支配」を憂う～」（2025 年 4 月） https://www.dlri.co.jp/report/ld/431272.html 

・「防衛白書（令和 7 年版）を読む：キーワード解説～統合作戦司令部、スタンド・オフ、自衛官の

処遇改善、防衛装備移転、F-35B 等～」（2025 年 8 月） 

https://www.dlri.co.jp/report/ld/499564.html 

・「【1 分解説】安保三文書とは？（国家安全保障戦略、国家防衛戦略、防衛力整備計画）」（2025

年 11 月）https://www.dlri.co.jp/report/ld/534520.html 
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